日本中世の聖地に生きる人々：僧、ヒジリ、陰陽師、神人を訪ねて by 平瀬 直樹
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時 平成１９年１２月１５日（土）午後２時～３時３０分 
会 場 金沢大学サテライト・プラザ 集会室 
 
演 題 「日本中世の聖地に生きる人々 
―僧、ヒジリ、陰陽師、神人を訪ねて―」 




















































































































































































































































































































































































































































































③ 黒田俊雄『寺社勢力 もう一つの中世社会』（岩波書店、１９８０年）。 
④ 田中稔「侍凡下考」（『鎌倉幕府御家人制度の研究』吉川弘文館、１９９１年）。 
⑤ 黒田俊雄「顕密体制論の立場―中世思想史研究の一視点」（『王法と仏法 中世史の構図 
増補新版』法蔵館、２００１年）は、顕密仏教についての自説を平明に述べている。 
⑥ 注③著書参照。 
⑦ 繁田信一『陰陽師』（中央公論社、２００６年）。 
⑧ 高埜利彦「民間に生きる宗教者」（高埜利彦編『民間に生きる宗教者』吉川弘文館、２
０００年）。 
⑨ 注⑦著書参照。 
⑩ 浅香年木「『大野庄湊』とその後背流通路」（『中世北陸の社会と信仰』法政大学出版局、
１９８８年） 
⑪ 中野千鶴「護法童子と堂童子」（『仏教史学研究』２７－１、１９８４年）。 
⑫ 画像については、『よみがえる平泉寺～中世宗教都市の発掘～』（勝山市編集・発行、１
９９４年）を参照した。 
⑬ 画像については前掲書を参照した。 
⑭ 垣内光次郎「本宮を中心に発展した加賀最大の『宗教都市』」（『ふるさと石川歴史館』
北國新聞社、２００２年） 
 
 
参照した絵巻物全集 
・『石山寺縁起』（日本絵巻大成１８、中央公論社、１９７８年） 
・『一遍上人絵伝』（日本の絵巻２０、中央公論社、１９８８年） 
・『春日権現験記絵』上・下（続日本の絵巻１３・１４、中央公論社、１９９１年） 
・『天狗草紙』（続日本の絵巻２６、中央公論社、１９９３年） 
・『東大寺大仏縁起 二月堂縁起』（続々日本絵巻大成伝記・縁起篇４、中央公論社、１９
９４年） 
・『頬焼阿弥陀縁起 不動利益縁起』（続々日本絵巻大成伝記・縁起篇 6、中央公論社、１
９９５年） 
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